
清須市配水管布設工事仕様書 

 

第 1 総則 

１ 適用範囲 

この清須市配水管布設工事仕様書（以下「仕様書」という。）は、清須市水道事業が発注

する給水を確保するための配水本管及び給水管の布設工事その他附随する工種（以下「工

事」という。）に適用する。 

 

２ 作業範囲 

⑴ 業務は、契約書（添付の約款を含む。）、図面及び仕様書（以下「設計図書」という。）

に基づいて行う。 

⑵ 全ての設計図書は、相互に補完するものとする。ただし、設計図書間に相違がある

場合の優先順位は、次のアからウまでの順番のとおりとし、これにより難い場合は、

次項の規定による。 

ア 質問回答書（イ及びウに対するもの） 

イ 仕様書（図面、別紙等を含む。） 

ウ 愛知県建設局『土木工事標準仕様書』、同『現場必携』及び同『用地調査及び物件

調査委託関係仕様書』（請求に係る様式を除く。添付省略） 

⑶ 請求に係る様式については、消費税法（昭和 63 年法律第 108 号）その他の関係法令

の要件に適合したものとし、監督員の確認を受けて提出するものとする。 

 

３ 疑義に対する協議 

⑴ 設計図書の内容に関して疑義が生じた場合は、発注者と協議するものとする。 

⑵ 前号の協議を行った結果、設計図書の訂正又は変更を行う場合は、清須市公共工事

請負契約約款（以下「工事請負約款」という。）第 19 条第 4 項による。 

 

４ 関係法令の遵守 

業務の実施に当たっては関係法令を遵守すること。また、その適用及び運用は、受託

者の責任において適切に行うこと。 

 

５ 受注者の負担範囲 

工事目的物の本市への引き渡し後、出受注者の明らかな施工不良による不具合が発生

した場合は、工事請負約款第 41 条第 2 項の規定に基づき受注者の責任において修補す

ること。 

 

６ その他 

⑴ 工事施工上必要な手続き及び交渉については、本市が自ら行うと認めた事項を除き、

原則として受注者の責任において行わなければならない。 



⑵ 受注者は、関係官公庁、付近居住者その他の関係人と交渉するとき、又は交渉を受

けたときは、誠意を持って解決をはかり、その経緯について遅滞なく監督員に報告し

なければならない。 

⑶ 工事に起因した事故及び紛争が発生したときには、受注者は直ちに所要の措置をと

るとともに、監督員に通報し、第三者に与えた損害については、速やかに誠意を持っ

て処理すること。 

 

第２ 業務管理 

１ 安全管理 

⑴ 請負者は、工事作業現場において作業中であることを表示し、特に危険である場所

にはその旨を表示する等、安全対策として事故防止の処置を講じ第三者の侵入防止策

を行うこと。 

⑵ 救急措置の方法について、現場従事者に徹底指導すること。 

 

２ 工程調整 

⑴ 本工事は、下水道工事とガスを始めとする他事業者と連携を図り、施工場所、時期

等を十分に調整して施工すること。 

⑵ 調整した施工予定について、週間工程表を作成し、施工前にデータ及び紙にて監督

員に提出すること。 

⑶ 受注者は、設計変更するために必要な資料の作成を行うこと。 

 

３ 事業損失防止施設費 

⑴ 事前調査は工事の施工前に行い、その成果を工事の施工管理資料として事業損失防

止のため活用するものとする。 

⑵ 事前調査を行うにあたっては、調査区域内の建物の所有者、その他権利者及び必要

によりその地域の代表者に調査の趣旨をよく周知し、調査することができるよう努め

なければならない。 

⑶ 設計図書に明記がなくとも、工事を実施するにあたり受注者が必要と思われるもの

のうち、本市の判断に基づく軽微なものについては、受注者の責任において施工する

ものとする。 

 

４ 履行報告 

受注者は、履行報告の提出に際し、現場状況のわかる写真を添付すること。 

 

５ 本市の品質管理 

工事の監督及び検査については、清須市建設工事監督要領（平成 17 年清須市訓令第

35 号）に基づき行う。 

 



第３ 施工 

１ 埋設標識シート（開削工事の場合） 

配水管の管頂から 30cm 上に下表により「水道埋設標識シート」を埋設すること。 

種 別 配水管 

色 水色 

幅 15cm 

文 字 の 色 白 

表 示 方 法 水道管注意 

使 用 箇 所 配水本管及び給水引込管 

 

２ 埋め戻し 

⑴ 埋め戻し土 

発生土の土質試験（コーン指数試験等）により発生土が埋め戻しに適した土質であ

ることが確認された場合は、設計書の記載にかかわらず発生土にて埋め戻すこと。 

⑵ 埋戻土の締固め 

ア 試験施工 

本施工と同じ条件で試験施工を行い、締固め度が 95%以上となる施工方法（仕上

り厚さ 20cm におけるタンパ等での転圧回数）を決定すること。試料については、土

質試験のために採取した土（改良土で埋め戻す場合は改良土）を用いること。 

試験施工で決定した事項は施工計画に反映すること。 

イ 施工管理 

（ア） 施工方法 

施工計画において定めた方法で施工すること。 

（イ） 現場密度の測定 

下表による。 

規 格 値 締固め度 95%以上 

試 験 基 準 埋め戻し材料 500m3 に 1 回の割合で行う。ただし、1,500m3 未満の場合は

1 工事当たり 3 回以上。 

測 定 箇 所 埋戻し工の中間点及び埋め戻し完了面等監督員の指示による。 

 

３ 測量杭等の復旧 

工事施工区域内又はその付近にある既設の杭、鋲及び境界杭等は関係者立会いの上で、

必要な精度をもってオフセットをとり、受注者の責任において保全又は復旧すること。

特に公共基準点については、清須市公共基準点保全要領に従い、必要な措置を行うこと。

また、施工前後の対応を監督員に報告すること。 

 

４ 路面復旧 

⑴ 施工の不備により、既設舗装に影響があった場合は、受注者の責において復旧する

こと。 



⑵ 工期内においては、工区内の道路の舗装状態を常時確認し、破損が見つかった場合

は、受注者により修繕することを原則とする。ただし、これにより難い場合は、別途

監督員と協議すること。 

⑶ 本工事に伴う仮復旧箇所については、舗装本復旧を行うまでの期間は、工事完了後

（検査後）であっても受注者の責においてこれを管理し、常に良好な状態を保持する

こと。 

⑷ 施工前に既設マンホール等の高さを確認し、舗装完了時に凹凸が生じる高さのもの

があれば、事前に各管理者と協議し高さ調整を行うこと。 

 

第４ 完了及び検査 

１ 工事の検査及び評定 

⑴ 検査方法については監督員の指示による。 

⑵ 工事完了後、完了検査前までに管内に異物や漏水があった場合は、適正な処置をし、

修補補正を完了していること。 

⑶ 工事の完了検査では、管の出来形を確認する。なお、工事途中においても監督員か

ら請求があった場合は中間検査を行うものとする。 

 

２ 提出書類 

工事完了時に、下記の図書を作成、提出すること。 

⑴ 竣工図 設計値を出来形値に修正し、止水栓及び消火栓のオフセット（道路コー

ナー等から 2 箇所以上）及び給水引込管を記載する。また、紙図面及び電子

データ（CAD データ及び PDF データ）の両方で提出すること。 

⑵ 写真帳 施工前後及び施工中の状況並びに使用材料がわかるもの。 

 

第５ 雑則 

１ 公表歩掛の参考明示 

この設計書に記載されている歩掛等は、標準的な施工方法を参考明示したものであり、

設計図書に特別の定めのある場合を除き、指定するものではない。そのため、施工後に

発生した外的条件により施工条件が変化した場合、または発注者自らが誤謬と認めた場

合を除き、歩掛（設計）の変更を行うことはない。 

 

２ 施工条件の明示 

⑴ 別表のうち摘要項目○印該当は、当該工事に関する施工条件であり、特記仕様書と

して明示する。 

⑵ 参考明示○印該当欄は、積算上の条件明示であり、指定するものではない。 

 



３ あいち建設情報共有システムの利用 

⑴ 契約金額が 1,000 万円以上及び 1,000 万円未満であって特記仕様書で指定する工

事は、あいち建設情報共有システムを利用するものとする。 

⑵ 当該システムは「愛知県情報共有運用ガイドライン」に基づき利用すること。 

 

４ きよすあしがるバスとの調整 

⑴ 受注者は、施工の前に清須市コミュニティバス（以下「きよすあしがるバス」）の

運行ルートを確認するものとする。 

⑵ 受注者は、当該運行ルートにおいて片側交互通行及び全面通行止め等の交通規制

を実施しようとする箇所がある場合は、当該箇所の施工予定日の 2 週間前までにき

よすあしがるバスの運行担当者（清須市企画部企画政策課）と調整を行い、当該調

整の結果を監督員に報告するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂履歴 

令和 3年10月 1日 初版  

令和 5年10月 1日 第1次改訂  

 


